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東京の「Life 展」の第 2 弾にあたる本
展では、ファッションブランド spoken 
words project（スポークン ワーズ プロ
ジェクト）が、いわさきちひろの絵や人
物のイメージから、新たな作品としての
生地や服をつくります。
水彩の技と染色の技

spoken words project を主宰する飛田
正浩は、美大を志していたころに、幼い
ときから身のまわりに当たり前にあった
ちひろの絵のみずみずしい色彩を思い出
して画集を開き、水彩画の技術に圧倒さ
れたといいます。飛田はちひろの水彩画
の魅力を次のように語っています。
「水彩絵の具のみずみずしい発色や透明
感は描きすぎると失われてしまいます。
求める色を出すには、加筆したい気持ち
を抑えないといけないのですが、ちひろ
さんの“やめどき”は絶妙です。」

spoken words projectは、服づくりに、
手作業で布を染める染色の手法を取り入
れてきました。布に対して色を置き、色
がどう流れ、混ざり合うのかをみていく
染色は、水彩画に似ているといいます。
ちひろの絵では、水彩絵の具の濃淡にわ
ずかな線やタッチを加えることで、小鳥
や花や子どもの姿、そして海や空、雨や
風を表現しています（図 １ 、３ 、４ ）。飛田
はそうした絵になる一歩前をとらえてみ
たいといい、新たなテキスタイルを生み
出そうと試みています（図 ５ ）。

●2018年5月19日（土）～7月22日（日）

●展示室1～4

いわさきちひろ生誕１00年「Life 展」

着るをたのしむ  spoken words project

図 ２ ・ 9 ・１０
Art Direction：Rikako Nagashima
Photography：Ryosuke Kikuchi
Styling：spoken words project
Hair & Make-up：Chinone Hiromi
Model：Sakura Maya Michiki

いわさきちひろが大切に描いたもの―「Life」。
いわさきちひろの生誕１00年にあたる20１8年、さまざまな分野で活躍する
作家が「Life」をテーマにちひろとコラボレートします。

図 １ 　いわさきちひろ　緑の風のなかで　１9７３年

図 ２ 　spoken words project　ちひろコレクション２０１８

　幼少時代からいわさきちひろの絵は目にしていたと、
おぼろげに記憶しています。一人の作家のものとしてそ
の絵を鑑賞したのは、美大受験生のころです。その天真
爛漫でありながら的確な水彩のタッチを研究、実践し、
出来なさを痛感したのでした。彼女とコラボレーション
することは、その出来なさを克服することと考えます。
　彼女の残したお洋服や小物を見ましたが、やはりかな
りお洒落者で装うことを楽しんでいたようです。「いい
女」だったに違いない。ファッションデザイナーになっ
た今、そんなちひろさんをアートとファッションで表現
できることを光栄に思います。

spoken words project 飛田正浩からのメッセージ

デザイナーの飛田正浩主宰のファッシ
ョンブランド。多摩美術大学染織デザ
イン科在学中からさまざまな表現活動
を「spoken words project」名義で

行う。卒業を機にファッションブランドとして改め、１99８年東京
コレクションに初参加。手作業を活かした染めやプリントを施し
た服づくりに定評がある。現在〈PUMA〉など他のブランドとの
コラボレーションや新ブランドの立ち上げ、芸術祭への参加など
その表現領域は多岐にわたり、アパレルブランドの枠を超えて活
躍している。

spoken words project
〈コラボレーション作家〉

（スポークン　ワーズ　プロジェクト）

photo Norifumi Fukuda（B.P.B.）
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●展示室1～4

ちひろの服
生前のちひろを知る人たちは、彼女が

おしゃれな人だったと証言しています。
飛田は服づくりに取り組むにあたり、ち
ひろの服や小物類を、長い時間をかけて
１ 点ずつ見ていきました。若いころに手
づくりしたパフスリーブのワンピース、
大胆な色や柄のブラウス、銀座の洋装店
ルネで仕立てたオーダーメードのスーツ
やロングコート、新宿の伊勢丹や小田急
百貨店で買った靴や帽子……。飛田はそ
の服から、一時の流行に惑わされない独
特のモダンさと、さりげない上品さを感
じたといいます。また、よく見るとほつ
れの繕いや、はさみを入れて形を直した
跡があることにも気づきました。戦中、
戦後のもののない時代を経験したちひろ
にとって、服は時間をかけて気に入った
ものを選び、直す手間を惜しまず、長く
大切に着るものでした。もののあふれる
現代、ちひろのそうした感覚は、自分た
ちが求めているものに近い気がすると、

飛田は語っています。
本展では、ちひろが自宅で家族を描い

たスケッチや、国内外の旅先で目に留め
た風景や人物を描いたスケッチ（図 6 ）
とともに、それぞれのシーンでのちひろ
自身のファッションも、遺された服や写
真（図 7 、 8 ）で紹介します。
現代版ちひろファッション

飛田はちひろを表すことばとして「い
い女」しかないといいます。生活に自分
のスタイルを持ち、画家として絵で自己
を表現しながら、プロとして仕事を続け
るということは、芯が強くなければでき
ません。やさしさ、かわいらしさのなか
に、強さを秘めた「いい女」。そんなちひ
ろのイメージを、spoken words project
が現代のファッションとしてよみがえら
せます（図 2 、 9 、１0）。 （上島史子）

＊ spoken words project の服「ちひろ
コレクション20１8」を、ミュージアムシ
ョップで販売します。

図 ８ 　いわさきちひろ　アトリエにて　１969年（5０歳）

図 ７ 　いわさきちひろ　トレドにて　１966年（4７歳）

図 6 　いわさきちひろ　トレド 石畳の道を歩く女性　１966年

図 5 　spoken words project　布試作

図 4 　いわさきちひろ　花の精　１9７０年頃図 ３ 　いわさきちひろ　黄色い傘の子どもたち　１9７１年

図１０　spoken words project　ちひろコレクション２０１８図 9 　spoken words project　ちひろコレクション２０１８
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【いわさきちひろ生誕１00年「Life 展」
まなざしのゆくえ　大巻伸嗣】の関連イ
ベントとして、アーティストの大巻伸嗣
さんに、展覧会の成り立ちやコンセプ
ト、いわさきちひろの作品を通して感じ
たことなどを語っていただきました。そ
の一部をご紹介します。 （原島　恵）
まなざしの先に広がる世界

僕が最も惹かれたちひろさんの絵のひ
とつが、絵本『戦火のなかの子どもた
ち』のなかに描かれている「焔のなかの
母と子」です。この絵本では戦場におか
れている子どもたちの現状が描かれてい
ます。最初は、ちひろさんが見た風景と
して、子どもたちの姿に、ちひろさん自
身が映し出されているのだと感じまし
た。ところが、この絵が入ることで、す
べてが母親の視点に変わっていくので
す。本当は私が守ってあげたかった風
景、守ってあげたかった子どもたちとい
う風に見えてきます。そこに、僕も子を
持つ父として、とても共感しました。こ
の母親の厳しいまなざしは、不穏なもの
に立ち向かい、胸に抱いた子どもを、迫
りくる恐怖から避けようとしているよう
に見えます。母親の横には闇が描かれ、
それに対して子どもは光に包まれている
のです。闇と光を隔てる存在として母親
が描かれ、未来を光に変えていきたいと
いうちひろさんの強い想いを感じます。

大巻伸嗣　Echoes-Genius Loci　２０１７年
© Shinji Ohmaki Studio
いわさきちひろ　焔のなかの母と子（部分拡大）

『戦火のなかの子どもたち』（岩崎書店）より　１9７３年

今の時代に、ちひろさんの絵を通して
もう一度、大切なものを見つめ直せるの
ではないかと感じ、まず、この母親の厳
しいまなざしを起点にして空間をつくっ
ていきました。そのまなざしの先に広が
っている世界をイメージして、僕の作品、
Genius Loci を配置しています。窓のよ
うに見える額のなかに赤く広がって見え
るのは、関東大震災と第二次世界大戦の
写真です。そこに重ねている壺のイメー
ジは、震災と戦争によって失われてしま
った真

ま

葛
くず

焼きという焼き物です。二度と
取り戻すことができない文化のメタファ
ーになっています。壺のなかには困難な
状況でも、たくましく生きていこうとす
る人々の写真を重ねています。この額に
は鏡が入っているので、前に立つと、自

分の姿が映し出されます。今、僕たちが
いるこの地平も過去と地続きにあること
が身体感覚としてとらえられるでしょ
う。僕たちのまなざしと過去の人々のま
なざしが交差する空間がうまれました。
ふたりの原点

ちひろさんが戦後、疎開先から上京し
て画家仲間と共にデッサン会なんかで研
鑽していたころの素描を見たとき、僕も
自分の原点を思い出しました。ちひろさ
んのアトリエ横の展示室では、ちひろさ
んと僕がそれぞれの人生のなかで作家と
して模索してきた証を展示しています。
僕の作品は、まだお金もなくて悩みなが
ら制作していたころに、自画像として描
いた作品です。インクで日記のように描
いたドローイングには、か弱い印象もあ
るので、驚いた方も多いのではないでし
ょうか。一方、ちひろさんの鉛筆デッサ
ンはぐいぐい攻める感じがします。ちひ
ろさんの水彩画はすごく繊細でやわらか
いけれど、デッサンは力強いという、そ
れぞれのギャップも面白いと思います。
Echoes-Crystallization
ひかりの風景　ちの記憶

今回の展覧会のために制作したこの作
品は、200５年から僕が取り組んでいるシ
リーズです。白いアクリルボードに下絵
を描かずに直接、修正ペンで絶滅危惧種
の植物を描いています。その上から、水
晶の粉をかけて定着させています。この
作品を仕上げるのに、修正ペンを１000本
くらい使っています。「修正」という名
前だけれど、白く消し去って、なかった
ことにしてしまうものです。なかったこ
とにされてしまった存在を修正ペンで描
くことでもう一度再生させるという着想
から始まっています。今回はイメージが
固まってくるまでに ３ か月くらいはかか
っていると思います。

広島の原爆で被爆した子どもたちの文
章に、ちひろさんが絵を描いた『わたし
がちいさかったときに』を繰り返し読む
なかでイメージが固まっていきました。
この絵本から受けた衝撃は強くて、新た
な試みとして Echoes -Crystallization を
通して、原爆投下直後の光景を表現して
みようと考えたのです。白い光のなか
に、きのこ雲や、上からちらちらと降っ
てくる死の灰や焼け焦げた人を１2体ほ
ど、絶滅危惧種の草花に重ねて描いてい
ます。僕たち人間は、強い光やエネルギ
ーに惹かれてきましたが、便利な暮らし
が実現できる反面、こういう光景が広が
る可能性もあるのです。核の光そのもの
は神々しいほど美しいけれど、底知れぬ

恐怖が隣り合わせにあるのです。光とと
もに僕が表現したのは影です。白い草花
が強い光を受けて床に影となって映りま
す。この世に存在していない影が一瞬現
れては消えていきます。この花の影と呼
応する形で展示したのは、ちひろさんが
描いた黒いダリヤです。僕には、焼け焦
げた花のようにも見えるし、核を象徴す
る黒い太陽のようにも見えます。

大巻伸嗣　Echoes-Crystallization
―ひかりの風景　ちの記憶―　２０１８年
© Shinji Ohmaki Studio

想像の海へ
美術館の １ 階が歴史や記憶といった連

鎖する時間が積み重なる水面下の世界で
あるのに対して、 2 階部分は水上から旅
に出るイメージで空間をつくりました。
2 階の通路部分では、ちひろ美術館のす
ばらしいところである、外光が差し込む
空間を生かして、やわらかい光を受ける
水のイメージをつくりました。展示室の
なかは、夜明け前の静かな海に舟を浮か
べた空間になりました。展示室に置いて
ある舟に乗り込んで、絵を見てくださ
い。立ったままだと、あたりまえのよう
に絵を見ているという感覚しかありませ
んが、舟から見上げると、絵が夜空を照
らす星のように見えてきます。ちひろさ
んの絵を絵としてだけではなく、空間の
なかで楽しんでもらうような展示をつく
りました。自由に想像の世界を楽しんで
いただければと思います。

大巻伸嗣　Grand-Voyage：Passage and Time　２０１4年
（ちひろ美術館・東京の展示風景）
© Shinji Ohmaki Studio

今回の展覧会をつくる過程で、改めて
感じたことは、ちひろさんが描いた花の
ように、暮らしのなかに確かにある、かけ
がえのない幸せの尊さです。いつの時代
でも、人々はささやかな喜びを分かち合
って、励ましあって生きてきました。それ
は今の時代も変わることはなく、様々な
大変なことがあっても、強さをもって生き
ていくことの大切さを実感しています。

●活動報告

展示風景撮影：椎木静寧　２０１８年

大巻伸嗣　アーティストトーク20１8年 ４ 月2１日（土）
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４月１日（日）
かねてから一度行きたいと思って
いたちひろ美術館に息子の家族と
来ました。絵本で見慣れた絵もこ
うして拝見すると、思ったより大
きな絵だったり、小さな絵だった
りと感心しきりです。たくさんの
絵本のなかから、今日はどれを孫
のために買おうか、と考えていま
す。遠方に暮らしているためなか
なか来ることはできないのです
が、ちひろの子どもの絵を自分の
子どものように思いながら、愛お
しみ続けていきます。
 （愛知県設楽町　高橋はるみ）
［まなざしのゆくえ　感想ノートより］

３月２４日（土）
ちひろさんの「大人になること」の
文を読んだあと、展示室 4 に入り
ました。暗い道からちひろさんの

黒いダリアがあらわれ、部屋に入
ると「Echoes―Crystallization
―ひかりの風景　ちの記憶―」の
大きな画面が広がり、ぼーっと眺
めていたら、なんだか自分の小さ
さやいろいろなことを思い出して
涙がでました。見ているうちに、
きらきらと輝く花があらわれて、
さらに感動しました。 （Ｋ）
４月１日（日）
最近心が不安定で、好きな人のこ
とで落ち込み、はっきりしない自
分がとても嫌でしたが、ふと「スッ
キリしたい、美術館に行きたい」と
思い、来ました。暗い部屋に展示
してある絵が身に沁み、ちひろさ
んの絵に触れて、ここから頑張る
んだと強く思いました。 （aiko）
４月５日（木）
約１０年、大巻さんの作品を追いか

けてきましたが、知っているつも
りになっていただけだと感じた展
覧会でした。初めて目にする予備
校時代のデッサンや作品づくりで
戦っていたころの自画像から、大
巻さんの知られざる一面に出会
え、うれしかったです。展示室 4
の作品も圧巻でした。 （Ange）
４月７日（土）
展示室 １ に拡大展示されているち
ひろさんの「焔のなかの母と子」。
東日本大震災の折、生まれたばか
りのお孫さんを抱えたまま波にの
まれ、その重みが腕から消えた瞬
間の感触が忘れられないという話
を聞いたとき、ちひろさんの絵が
フラッシュバックしました。それ
以来、私のなかでは強烈な疑似体
験のように、その絵と一体化した
映像として、焼きついています。
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ぼくの友人としてはもちろん、
日本の映像文化の世界でもっとも大切な人のひとり、
いなくてはならない人を失った、という悲しい思いです。
残念でたまりません。

高畑勲さん　ご逝去

山田 洋次

美術館
日記

２月２６日（月）
車椅子の座面が高くなれば、より
展覧会を楽しめるのでは、という
黒柳徹子館長の理事会での提案が
きっかけの、オーダーメイドの電
動昇降式車椅子が本日納品され
た。座面は最大１８㎝まで上げられ、
利用者の身長によって調整可能。
２月２７日（火）
いわさきちひろ生誕１００年「Life 展」
の東京館での最初の展覧会となる

「まなざしのゆくえ　大巻伸嗣」の
設営も大詰め。インスタレーショ
ンの ７ 艘の舟は、曲木を使い多く
の工程を経て仕上がっていく。赤
い照明の展示室 １ 、暗闇のなかに
作品が浮かび上がる展示室 4 、海
のなかを漂うような ２ 階廊下、夜
の海を旅するような展示室 ２ ……
と、美術館スタッフも見たことの
ない空間ができあがっていった。

２月２８日（水）
展覧会初日を翌日に控え「Life展」
全体および本展「まなざしのゆく
え」のオープニングセレモニーを
開催。作家の大巻伸嗣さんをはじ
め、理事長の山田洋次、副館長の
面出薫、ちひろの夫・松本善明や
息子の松本猛らが挨拶を述べた。
３月１日（木）
練馬区立下石神井小学校の 5 年生
が、地域紹介のグループ学習とし
て来館。ディレクター、レポータ
ー、カメラマンなどの役割を決め
て取材してくれた。撮影・編集機
材は子どもたちのスマートフォ
ン、に隔世の思い。生誕１００年の
ちひろの魅力が、曾孫世代の子ど
もたちに伝わればうれしい。
３月６日（火）
台湾台北市の国立歴史博物館の
「童・樂―岩崎知弘經典插畫展」

（２０１８．２／ １ ～ 4 ／２２開催）を手掛
けた蔚龍藝術有限公司（ブルード
ラゴン）の社員 5 名が研修旅行と
して来館、当館職員と交流した。
展覧会飾りつけに出張した職員と
の再会に、お互い歓声を上げる。
３月１２日（月）

「着るをたのしむ spoken words 
project」の「ちひろコレクショ
ン２０１８」の撮影が館内で行われた。
服は着用されることで魅力が増幅
することをあらためて実感する。
４月５日（木）
当財団の評議員を務めてくださっ
た高畑勲さんご逝去。
４月１０日（火）
全国的に花だよりが早い今春。ち
ひろの庭のしだれ桜も散り、日ご
とにケヤキの緑陰濃くなるなか、
ご遺贈を記念して植樹したライラ
ックが白と紫色の花を咲かせた。

拡大したちひろの絵と高畑勲さん　安曇野ちひろ美術館の展示室にて　２０１７年 ２ 月

去る 4 月 5 日、日本を代表するアニメーション監督である
高畑勲さんが、８２歳で逝去されました。高畑さんは２００5年か
ら当財団の評議員を務めてくださり、財団運営や美術館の活
動にご尽力くださるとともに、講演や執筆を通して、独自の
視点で画家いわさきちひろについて語ってくださいました。

昨年は、「高畑勲がつくるいわさきちひろ展　ようこそ！
ちひろの絵のなかへ」を監修し、高精細のデジタル画像を使
って絵を大きく拡大し、にじみやぼかしといった表現や線を
細部にわたって鑑賞する道を拓いてくださいました。

この ３ 月には、監修にも関わっていた特別展「いわさきち
ひろ、絵描きです。」（２０１８． ７ ／１4～ 9 ／ 9 　東京ステーショ
ンギャラリー）の、会場での展示構成等の確認をしていただ
いたばかりでした。

大きな感謝とともに、ご冥福を心よりお祈り申し上げま
す。 ちひろ美術館

（公財）いわさきちひろ記念事業団理事長



〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

CONTENTS

美術館だより　No.201　2018年5月7日

〈展示紹介〉いわさきちひろ生誕１００年「Life 展」着るをたのしむ spoken words project…❷❸
〈活動報告〉大巻伸嗣によるアーティストトーク…❹
　高畑勲さんご逝去／ひとことふたことみこと／美術館日記…❺
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INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

● spoken words project によるワークショップ
〈展示関連イベント〉

着られなくなってしまった服を縫って、貼って、プリントして、お気
に入りの １ 点としてよみがえらせましょう。※綿素材の衣類をお持ち
ください。
○日　時：２０１８年 ６ 月２３日（土）１３：００～１６：００
○対　象：小学生以上（ひとりで針と糸を使える方）
○講　師：spoken words project
○定　員：１５名　　要申し込み　 ５ 月２３日（水）受付開始
○参加費：２２００円

●支援会員の日
支援会員制度 年次報告会を夏頃に開催する予定です。記念イベント
等も予定し、一層充実した場、交流の機会にしていきたいと計画して
おります。詳細が決まり次第、ＨＰ等でお知らせいたします。
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〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

https://chihiro.jp/ ちひろ美術館

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK
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●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
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○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

●次回展示予定 2018年7月28日（土）～10月28日（日）

いわさきちひろ生誕100年「Life」展
あそぶ plaplax

多様なメディアを使い、体験型の作品を展開し続ける
アートユニット plaplax（プラプラックス）が、「あ
そぶ」をキーワードに、ちひろとコラボレート。ちひ
ろの絵のなかに入ってあそぶ映像作品や、絵本を体で
楽しむ“絵を見るための遊具”などを展示し、見て、
触れて、ちひろの世界をあそびながら体感します。

plaplax（近森基、久納鏡子、筧康明、小原藍）
主にインタラクティブアート分野における作品制作を手がけ
る一方、公共空間、商業スペースやイベント等での空間演出
や展示造形、映像コンテンツ制作、インタラクティブシステ
ム開発、プロダクトデザイン、大学や企業との共同での技術
開発など幅広く活動を展開する。

〈参加自由、無料のイベント〉

ちひろの息子である松本猛が、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。
○日　時： ６ 月１０日（日）１５：３０～
○講　師：松本猛
 （絵本学会会長・ちひろ美術館常任顧問）

●松本猛ギャラリートーク

毎月第 １ ・ ３ 土曜日　１４：００～

●ギャラリートーク
毎月第 ２ ・ ４ 土曜日　１１：００～

●えほんのじかん

撮影：島崎信一

●わらべうたあそび
リズムにあわせて体を動かしたり、声を出
して歌ったり。物語への入り口となる「わ
らべうた」を親子で楽しみましょう。
○日　時： ６ 月３０日（土）１１：００～１１：４０
○講　師： 服部雅子 

（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象： ０ ～ ２ 歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　　要申し込み　 ５ 月３０日（水）受付開始
○参加費：無料（大人は別途入館料）

〈お知らせ〉
２０１８年 ４ 月 １ 日より、安曇野ちひろ美術館副館長に阿部惠が就任しま
した。竹迫祐子は引き続き、財団事務局長、並びに、ちひろ美術館主
席学芸員をつとめます。
どうぞよろしくお願いいたします。

● Life 展パスポート　好評販売中
ちひろ美術館（東京・安曇野）で開催する、すべての
Life 展に何度でも入館できるパスポートです。
ぜひご利用ください。

販売価格：１０００円（税込）
販売場所：ちひろ美術館（東京・安曇野）

plaplax　絵のなかの子どもたち　２０１８年plaplax　絵の具の足あと　２０１８年


